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１ 木産協第２回「三役会」開催!! 
木産協の「三役会」が、7 月 29 日（金）に米沢市（置賜開催）で開催されました。今回

は、前期事業の途中経過報告と後期事業の準備状況等について進捗状況の確認をいただくと

ともに、①【第 56回全国木材振興大会の開催】②【第 30回山形県林業まつりの開催】 

③【県農林水産部】への要望書の提出など、後期の大きなイベントへの参加や要望書の提

出について協議していただきました。特に、10年に一度【東北支部】で開催される「全国木

材振興大会」については、主に各地区の代表者である【役員の皆様】のご協力を、また、3

年ぶりに開催される「林業まつり」については、コロナ禍の開催のため必要最小限の対応で

ご協力をお願いすることなど、協議が行われました。今後、組合の皆様に具体的なご相談を

させていただきますので、よろしくお願いいたします。 

２ 山形県林工連携コンソーシアム開催!!  
令和４年度総会・研修会が、７月８日（金）に山形市（パレスグランデール）で開催さ

れました。本組合からは【松田理事長】が委員として参加しており、総会では令和３年度

の事業実績や、令和４年度の事業計画が承認されました。今年度は11月に、新技術・新製

品等に関する情報共有を目的に、林工連携情報交換会（仮）を開催する計画等について紹

介がありました。また、委員からは「林工間の連携で新たな価値を引き出すことは時代の

求めるもの。当コンソーシアムは、大変有意義な組織なので、皆さんからもご活用いただ

き、新たな価値を生み出していただきたい」などの意見が出されたところです。 

総会後の研修会では、国立研究開発法人   

森林研究・整備機構森林総合研究所 新素材研究 

拠点長 山田 竜彦 氏から、【地域森林資源を活 

用する最先端素材「改質リグニン」のポテンシャ 

ル】と題して講演をいただきました。 

木質バイオマスを用いる新産業として期待され 

ている「改質リグニン」（スギ材に約３割含まれ 

ている成分（リグニン）を加工しやすい形に改質 

したもの）を用いた商品の開発に繋げていくプロ 

ジェクトとして紹介があったところです。 
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この度の大雨により被災された組合員の皆さまへ謹んでお見舞い申し上げます。被害の大小はありま

すが、皆様何らかの被害を受けている状況です。一日も早い復旧を心よりお祈りいたします。木産協で

では、被害対策（支援）情報等を適宜お伝えし対応してまいります。（Ｐ６以降ご覧ください。） 
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３ 県産木材の利用促進と燃油価格高騰対策について要望書提出!! 
【県農林水産部への要望書の提出及び意見交換会】が７月 20 日（火）県庁会議室で行わ

れました。山形県森林組合連合会（代表理事会長  佐藤景一郎氏）山形県木材産業協同組合

（理事長 松田 賢氏）、公益財団法人やまがた森林と緑の推進機構（理事長 今井 敏：代

理 安達専務理事）の３団体連名での県農林水産部幹部等への提案となっております。 

提案内容は、以下【提案概要】のとおりですが、県産木材の利用促進に向けた官民一体の

協議会の設置や、燃油価格高騰に対応した県産木材の運搬費支援などの対策を講じるよう要

望しております。（県農林水産部長、農林水産部次長、森林ノミクス推進課長 等） 

県側の回答としては、燃油高騰対策については、既に 6月補正予算で県全体の対策が措置

されている状況を踏まえ、林業関係で独自の支援措置を検討するため、更に実態を調査し、

課題を整理ながら今後の対応を検討したいとのことでした。県産木材の利用拡大のための官

民一体となった協議会等の設置については、現在県で進めている【県産木材の増産対策】の

枠組みの中で協議会を設置する方向で検討したいとのことで、その際は、業界の協力をお願

いしたいとのことです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 前森山現地検討会（東北森林管理局主催）開催!! 
東北森林管理局が進めている優れた国産材資源を有効に活用するための制定した高品質

材（本県では真室川町：前森スギ）の現地検討会が、7月27日（水）に宮澤東北森林管理局

長等の管理局・署の幹部と、県内林業関係者約十数名が参加して開催されました。 

当組合からは安部副理事長（城南社長）や、庄司製材所社長が参加して、長尺材の安定

供給拠点として【高品質ブランド材規格】を踏まえた現地調査等が行われました。最上支

署においては、産地出材に当たって、多くの丸太を 

供給したいと考えておりますが、まずは、ブランド 

の信頼を築いていくためにも、厳選出荷する方向で 

検討しているとのことです。 

また、現地検討後、山形市内において、当組合の 

【松田理事長】や利用センター【安部顧問】を交え 

て、ウッド・ショック後の原木生産等に関する意見 

交換会が行われたところです。 
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【提案概要】 

昨年発生したウッド・ショック等により、県産木材の需要が急増するとともに、その取引価格

も上昇し、木材の売上代金が森林所有者に還元されるなど、森林資源の好循環の兆しが見えてき

たところ。しかしながら、今年６月以降、集成材工場での受入日の制限、山元での立木販売や共

販所で入札不落が続いており、その状況は一変している。 

特に、集成材工場での４m材の受け入れも停止となっており、製材用材の販路の確保が難しく

なっている状況。さらに、昨年から続く燃油価格の 

高騰により、今年度の木材運搬費が値上がりしてお 

り、その分の経費は川上の森林所有者や事業者が負 

担している、政府においては、原油価格・物価高騰 

等総合緊急対策として、原木運搬（100㎞超）や、 

製品運搬（300㎞超）に係る支援策を講じているが、 

県内事業者は県内の工場や工務店等に優先して納入 

しており、ほとんどが国の支援対象外となっている。 

●こうした状況を踏まえ、県においては、県産木材 

の利用促進に向けた官民一体の協議会の設置や燃油 

価格高騰に対応した県産木材の運搬費支援などの対 

策を講じるよう要望する。 
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５ 【森林資源循環利用促進協議会】主催「安全大会」開催!! 
＝ 林材業労働安全標語「怖いのは、慣れと過信と思い込み」 ＝ 

【第７回山形県林業労働安全大会】が、７月７日（木）に酒田市（ガーデンパレスみず

ほ）で、23名（16団体）が参加して開催されました。本年度もコロナ禍の開催となり、参

加者は限定させていただきました。皆様のご協力に感謝したします。 

【安全大会】は、小関会長の【開会宣言】の後、酒田市「一条八幡宮」の小野信幸宮司

による【安全祈願】が執り行われました。その後、木産協：阿部副理事長の主催者挨拶、

そして「庄内労働基準監督署長：桶坂豊仁様」 

「庄内森林管理署長：山之内弘幸様」からご祝辞 

をいただきました。ご祝辞の中では、山之内署長 

から、東北森林管理局で行われている「林業のヒ 

ヤリハット」情報の共有等について指導があり、 

東北森林管理局：資源活用課様と労働災害の情報 

共有体制づくりを行うことに繋がりました。 

最後に、地元酒田市の「遠田理事」から【安全 

標語】の唱和があり、今年度の安全作業について 

意識の高揚を図ったところです。 

６ 山形県林業まつり実行委員会開催 
 標記【実行委員会】が、8月 2日（火）に山形市 

内の山形県建設会館で開催されました。 

コロナ禍の対応で、規模縮小してテーマを「ウッ 

ド・チェンジ」の展開として開催する方向で了承さ 

れました。今後、参加団体等の皆様に、【出展依頼】 

【広告協賛依頼】等のご案内をしながら具体的な準 

備を進めさせていただきます。 

 

 
 

※委員長 ：今井森林協会会長、 

※副委員長：松田理事長ほか、林業団体の長 

 

（今年はコロナ対策を万全にして開催します。 ご協力をよろしくお願いいたします。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ ８月以降の行事 

 ※JAPAN Re WOOD（夏モクコレ）は国産材に特化した商談会で、【相原木材㈱】が参加し本県のPR等も行います。 

日 程 行  事  名 予定出席者 

8. 24～ JAPAN Re WOOD（夏モクコレ） 東京都立産業貿易センター浜松町館 理事、専務 

8月末～「 山形県 JAS製材連絡協議会研修会等・・（開催予定） 理事、専務 

9. 13 全木連東北支部総会      仙台市内で調整 理事長、専務 

10.15～ 第 30回山形県林業まつり   天童市県総合運動公園 理事、専務 

10.27 第 56回全国木材産業振興大会 郡山市磐梯熱海温泉 理事長、理事 
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第５６回「全国木材産業振興大会」の参加依頼及び広報誌への掲載協力依頼（お礼） 
 今年度は、全木連東北支部が主体となって標記大会が開催されるため、組合員の皆様には参加

等を含めた協力依頼をお願いしているところです。忙しい中ご協力をいただいており誠にあり

がとうございます。なお、参加等についての申込期限は 7月末としておりますが、8月末まで継

続して受付をさせていただきますので、引き続きのご検討をお願いいたします。 

●皆様にご検討をお願いしている事案 ①広報誌掲載への協力依頼②大会への参加ご案内 

 

●日時：令和４年 10月 15日（土）12：00～16：00 

令和４年 10月 16日（日）9：00～15：00 

●会場：山形県総合運動公園南側特設駐車場内特設会場 

※ 開催最終判断日：9月 15日（木）予定 
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令和 4年度木材利用優良施設等コンクール公募案内 

＝コンクールへの応募を検討している場合は木産協にご連絡願います＝ 
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● 山形県中小企業団体中央会（ちゅうおうかい通信）からのお知らせ 
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●山形県中小企業団体中央会（ちゅうおうかい通信）からのお知らせ 

令和 4 年 8 月 3 日からの大雨被害対策 

 

経済産業省は、令和４年８月３日からの大雨による災害に関して、山形県に災害救助法

が適用されたことを踏まえ、被災中小企業・小規模事業者対策を行います。詳細は、下記

をご覧ください。 

https://www.meti.go.jp/press/2022/08/20220804002/20220804002.html 

また、山形県では、下記の通り「大雨被害特別金融相談窓口」を設置します。（プレスリリース） 

日時 :令和４年８月５日(金)から当分の間(土曜日、日曜日及び祝日を除く) 

午前８時３０分から午後５時１５分 

場所 :県庁８階 産業労働部 商業振興･経営支援課内 

相談員:商業振興・経営支援課 金融担当職員  電話 :023-630-2359  

 

●全国木材協同組合連合会からのお知らせ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎募集期間：令和４年８月１日（月）～令和４年１２月２８日（水） 

手続き詳細は、全国木材協同組合連合会までお問い合わせ下さい。TEL03-3580-3215 
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林業施設整備等利子助成事業（借換資金） 
 新型コロナウイルス感染症による影響を受けた林業者の方が、全国木材協同組合連合会に

よる「利子助成」と（独）農林漁業信用基金による「債務保証」を受けることを条件に、林

業経営の維持安定を図るために必要な借換資金を民間金融機関から借り入れることができま

す。 

 

ご利用条件等 

対象者 
林業経営完全計画又は合理化計画の認定を受けている者、若しくは育成

経営体として都道府県に選定されている者 

対象資金 
独立行政法人農林漁業信用基金の債務保証を受けた経営の維持安定に必

要な借換資金 

金融機関 民間金曜機関 

貸付限度額 ３億円又は林業経営の維持安定を目的とした借換資金のいずれか低い額 

利子助成期間 最長５年間（ただし、償還終了時まで） 

利子助成率 
最大２％（対象資金の貸付利率が、既往債務の借入金の利率以下かつ年

２％以下の場合が対象） 
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●山形県（森林ノミクス推進課）からのお知らせ 
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●住宅着工状況（6月期） 
令和 4 年 6 月期の県内新設住宅着工戸数は 445 戸となり、対前月比 114.1％、対前年同月比 75.8％、対前年累計比は 89.2％となった。 

県内での貸家は増加、持家の減少傾向は継続。地区別の前年比、累計比とも庄内地域で大きく減少となった。木造率は 84.7％となった。 
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